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気象教室
テーマ：局地的大雨

突然降り出した雨で急にあたりが水浸しになった。晴れている
のに急に川の水かさが増えてきた。このような天気の急変で思い
もよらない被害が発生します。

そこで、今回のテーマは「局地的大雨」です。局地的大雨はど
のようにして起こるのか、予想の最先端技術、局地的大雨からど
のように身を守ればよいか、これらの内容を分かりやすく解説し
ます。

多数のご参加をお待ちしております。

① 「局地的大雨はどのようにして起こるか」
川野 哲也 （九州大学大学院理学研究院）

② 「GPSを利用した大雨の予測」

小司 禎教 （気象研究所予報研究部）

③ 「局地的大雨から身を守る 」
松本 積 （福岡管区気象台予報課）

・日 時 ８月２９日（土） １３：３０～１６：００
・会 場 九州大学西新プラザ（福岡市早良区西新２－１６）

http://www.kyushu-u.ac.jp/university/institution-use/nishijin/infomap.htm
（会場に駐車場がございませんので、公共交通機関のご利用が便利です。）

・申し込み
事前申し込みは不要です。当日、会場へ直接お越しください。

問い合せ先
〒810-0052 
福岡市中央区大濠１－２－３６ 福岡管区気象台気候・調査課内
日本気象学会九州支部事務局 担当：後藤、松浦
電話 092-725-3614 メール msj-kysh@zb4.so-net.ne.jp
ホームページ http://www006.upp.so-net.ne.jp/msj-kysh/


